
　

近
年
の
東
九
州
自
動
車
道
建
設
に
伴
う
遺

跡
発
掘
調
査
で
は
、
大
隅
地
域
の
歴
史
を
解

明
す
る
手
が
か
り
と
な
る
重
要
な
成
果
が
得

ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
、
本
町
で
は
京
の

塚
遺
跡
（
西
持
留
集
落
付
近
）
、
永
吉
天
神

段
遺
跡
（
档
ヶ
山
集
落
）
、
荒
園
遺
跡
（
仮

宿
上
集
落
）
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
９
月
10
日
（
水
）
に
、
公
益
財

団
法
人
鹿
児
島
県
文
化
振
興
財
団
埋
蔵
文
化

財
調
査
セ
ン
タ
ー
は
、
永
吉
天
神
段
遺
跡
で

弥
生
時
代
中
期
（
約
2
1
0
0
年
前
）
の

円え
ん
け
い
し
ゅ
う
こ
う
ぼ

形
周
溝
墓
を
は
じ
め
と
す
る
集
団
墓
や
、

葬
式
な
ど
の
祭
祀
を
行
っ
た
と
み
ら
れ
る
掘

立
柱
建
物
跡
が
見
つ
か
っ
た
と
発
表
し
ま
し

た
。
今
回
は
こ
の
発
表
を
踏
ま
え
て
、
特
集

を
組
ん
で
み
ま
し
た
。
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今
か
ら
約
１
3
0
0
0
年
前
に
始
ま
っ
た

縄
文
時
代
は
、
主
に
狩
猟
採
集
を
中
心
と
し

て
展
開
し
て
い
ま
し
た
。
約
３
0
0
0
年
前

に
大
陸
か
ら
九
州
北
部
に
伝
わ
っ
た
と
さ
れ

る
水
稲
農
耕
技
術
は
、
急
速
に
日
本
列
島
に

広
が
り
、
約
2
4
0
0
年
前
頃
か
ら
水
稲
農

耕
を
中
心
と
し
た
食
料
生
産
が
主
流
に
な
っ

て
い
き
ま
す
。
そ
れ
と
と
も
に
、
社
会
生
活

の
様
相
も
大
き
く
変
化
し
ま
す
。
こ
う
し
て

１
万
年
以
上
続
い
た
縄
文
文
化
は
終
息
し
、

新
た
に
『
弥
生
文
化
』
が
始
ま
り
ま
す
。

　

約
2
2
0
0
年
前
に
は
青
銅
器
、
鉄
器
な

ど
の
大
陸
か
ら
伝
わ
っ
た
金
属
品
も
本
格
的

に
使
用
さ
れ
ま
す
。
九
州
北
部
を
中
心
に

銅ど
う
ほ
こ矛

・
銅ど

う
け
ん剣

・
銅ど

う
か戈

な
ど
の
武
器
形
の
青
銅

品
が
流
通
す
る
一
方
、
近
畿
で
は
銅ど
う
た
く鐸

な
ど

の
祭
祀
用
の
青
銅
品
が
流
通
し
ま
す
。
ま
た

鉄
器
も
約
2
0
0
0
年
前
頃
か
ら
九
州
北
部

を
中
心
に
西
日
本
全
域
に
工
具
や
農
具
と
し

て
普
及
し
て
い
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
弥
生
文
化
は
食
料
基
盤
の
安
定

と
技
術
の
進
歩
を
も
た
ら
す
一
方
で
、
食
料

貯
蓄
の
格
差
や
水
田
用
の
農
地
お
よ
び
水
利

の
確
保
に
よ
る
集
落
間
の
争
い
を
も
た
ら
す

結
果
を
生
み
ま
し
た
。
縄
文
時
代
の
集
落
に

な
か
っ
た
集
落
の
形
態
が
、
過
去
の
発
掘
調

査
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

集
落
の
周
り
に
濠
を
廻
ら
し
た
『
環か
ん
ご
う濠

集

落
』
、
平
地
よ
り
1
0
0
ｍｍ
以
上
の
高
い
場

所
に
集
落
を
形
成
し
た
『
高こ
う
ち
せ
い

地
性
集
落
』
な

ど
、
集
落
に
外
部
の
侵
入
を
防
御
す
る
性
格

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
弥

生
時
代
の
墓
で
は
、
殺
傷
人
骨
な
ど
も
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

弥
生
時
代
に
な
る
と
、
支
配
す
る
者
と
支

配
さ
れ
る
者
が
生
ま
れ
、
や
が
て
明
確
な
階

級
層
が
成
立
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
生

ま
れ
た
集
団
組
織
は
、
抗
争
の
中
で
組
織
同

士
の
同
盟
、
あ
る
い
は
併
合
や
合
併
を
繰
り

返
し
な
が
ら
、
広
域
的
な
集
団
組
織
（
ク

ニ
）
を
形
成
し
て
い
き
ま
す
。
中
国
の
歴
史

書
で
あ
る
『
魏ぎ
し
わ
じ
ん
で
ん

志
倭
人
伝
』
や
『
後ご

か
ん
じ
ょ
と
う

漢
書
東

夷い
で
ん伝

』
な
ど
に
は
約
1
8
0
0
年
前
、
日
本

が
大
い
に
乱
れ
た
と
い
う
記
述
が
残
っ
て
い

ま
す
。
2
0
0
余
り
も
の
ク
ニ
が
割
拠
し
た

『
倭
国
大
乱
』
と
呼
ば
れ
る
時
代
で
す
。
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縄
文
時
代
は
、
住
宅
近
く
に
穴
を
掘
っ
て

直
に
埋
葬
す
る
の
が
一
般
的
で
し
た
が
、
弥

生
時
代
に
は
集
落
と
は
別
の
と
こ
ろ
に
共
同

墓
地
を
つ
く
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を

『
集
団
墓
』
と
言
い
ま
す
。
集
団
墓
の
中
で

も
墓
の
形
態
に
格
差
が
生
じ
ま
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
も
集
落
内
の
身
分
差
が
あ
っ
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

　

時
代
が
下
る
に
つ
れ
、
首
長
層
は
墳ふ
ん
き
ゅ
う
ぼ

丘
墓

に
葬
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
埋
葬
地
の

周
り
に
幅
約
１
〜
２
ｍｍｍｍｍ
の
溝
を
掘
り
、
溝
に

よ
っ
て
区
画
さ
れ
た
埋
葬
地
は
溝
を
掘
っ
た

時
の
土
を
盛
る
こ
と
に
よ
っ
て
低
い
墳
丘
が

形
成
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
が
『
墳
丘
墓
』
で

す
。
墳
丘
墓
の
溝
の
形
が
上
か
ら
見
て
四
角

形
だ
と
『
方
形
周
溝
墓
』
、
円
形
だ
と
『
円

形
周
溝
墓
』
と
呼
び
ま
す
。
円
形
周
溝
墓
は

瀬
戸
内
中
部
に
出
現
し
、
播
磨
に
拡
が
り
、

そ
の
後
徐
々
に
東
に
拡
が
り
ま
す
。
瀬
戸
内

地
域
と
密
接
な
つ
な
が
り
の
あ
る
大
隅
地
域

に
も
存
在
し
う
る
墓
制
と
言
え
ま
す
。
弥
生

時
代
後
期
の
頃
に
は
、
近
畿
地
方
や
瀬
戸
内

海
沿
岸
で
よ
り
規
模
の
大
き
い
墳
丘
墓
が
営

ま
れ
始
め
ま
す
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
『
古

墳
』
の
基
礎
に
な
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。

▲円形周溝墓

645年・・・大化の改新・・・・・・大化の改新・・・

弥生時代弥生時代
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